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    研究分野 ：在宅看護学、障害看護、家族支援

    研究室ＨＰ：https://www.instagram.com/

usp_home_care_nursing/

在在宅宅ににおおけけるる医医療療的的ケケアアがが必必要要なな障障害害児児者者・・家家族族へへのの支支援援

■■医医療療的的ケケアア児児（（者者））のの親親がが行行ううわわがが子子のの在在宅宅生生活活ののママネネジジメメンントトのの可可視視化化
医療的ケア児（者）の日常の介護は、そのほとんどが家族―特に母親を中心になされています。彼らが在

宅生活を長期にわたり継続するためには、家族の「マネジメント力」が重要であるといわれており、わが子
の体調管理はもちろん、発達の促進、家庭内外における環境調整など、日々、多様で複雑な事象をマネジメ
ントしながら在宅生活を送っているものと考えられます。

医療的ケア児（者）・家族への支援は個別性が極めて高いとされているほか、支援体制の地域差も大きく、
支援者側の課題が山積しています。そのため、地域における当事者家族の生活実態に即した具体的な支援の
検討に向けて、当事者の視点から行われているマネジメントに着目し、生活体験を可視化・構造化すること
を進めています。

■■在在宅宅ににおおけけるる医医療療的的ケケアア児児・・家家族族へへのの看看護護実実践践のの構構造造化化::多多職職種種連連携携のの意意図図とと実実践践内内容容
多くの医療的ケア児にとって、訪問看護の支援は児と家族の生活を支える重要な資源となっています。

一方で、医療的ケア児への支援に困難感を抱く訪問看護師・事業所はいまだ多く、受け入れの拡大が課題と
なっています。そのため、医療的ケア児とその家族を対象とした訪問看護実践について、訪問看護師がどの
ような意図でどのような実践を行っているのかを可視化し、地域における訪問看護の質向上と訪問看護事業
所の受け入れ拡大につながる教育的支援の検討を進めています。

■■そそのの他他：：在在宅宅ケケアアにに関関わわるる専専門門職職・・家家族族をを対対象象ととししたたココンンササルルテテーーシショョンン・・事事例例検検討討
滋賀県湖東・湖北圏域を中心として、訪問看護などの在宅ケアに関わる専門職と協働し、地域における

実際の困難事例のコンサルテーションや事例検討など、在宅ケアの質向上に向けた取り組みを推進してい
ます。

近年、医療技術の進歩に伴い、人工呼吸器の管理や経管栄養などの医療的ケアを日常
的に必要としながら在宅で生活される療養者が増加しており、彼らが地域で安心して家
族とともに暮らし続けられるよう、さらなる支援の充実が求められています。そのため、
特に医療的ケアが必要な障害児者・家族の生活体験を構造化し、地域生活において療養
者、及び家族全体のwell-beingを目指す看護、および地域包括ケアの在り方を探求して
います。

≪乳幼児期の医療的ケア児・家族への訪問看護における多職種・多機関連携の意図（連携先）≫

① 円円滑滑なな在在宅宅移移行行にに向向けけたた支支援援環環境境づづくくりり（地域連携部門看護師・病棟看護師 など）
ex：退院後の医療的ケア児との生活に関する家族のイメージ・理解の確認

退院前からの情報提供依頼・相談・医療的ケアの手技教授

② 医医療療的的ケケアア児児のの体体調調改改善善・・安安定定（医療者）
ex：医療者間での医療的ケア児の体調に関する課題の明確化と症状マネジメント

③ 医医療療的的ケケアア児児のの体体調調悪悪化化・・喪喪失失にに揺揺ららぐぐ家家族族へへのの精精神神的的支支援援（医療者・保健師 など）
ex：家族への精神的支援のための意思・家族の対話内容の確認

④ 医医療療的的ケケアア児児のの成成長長発発達達・・社社会会化化促促進進（医療者・相談支援専門員・児童発達支援・保育所 など）
ex：医療的ケア児の成長発達促進に向けた具体的な支援方法の相談

⑤ 医医療療的的ケケアア児児とと生生ききてていいくく家家族族ののセセルルフフケケアア力力育育成成・・強強化化（医療機関・福祉施設・同病者家族 など）
ex：家族主体の課題解決のための課題ごとに役立つ支援者・機関の橋渡し

⑥ 幅幅広広いい家家族族のの困困りりごごととへへのの対対応応・・備備ええ（医療者・相談支援専門員 ・ヘルパー・学校・保育園など）
ex：医療面以外の各課題に適した他の支援者・機関との情報共有や支援要請
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概要：日本語を母語とする英語学習者が、リーディング／ライティング学習によって対
話としての英語表現力を発達させるためには、どのような指導・援助が可能か、また、
そのような英語表現力を育成することの利点は何なのか、について研究しています。

対対話話ととししててのの英英語語表表現現力力のの育育成成

－－言言語語使使用用者者ととししててのの発発達達をを目目指指ししてて－－

全全学学共共通通教教育育推推進進機機構構 准准教教授授 坂坂本本 輝輝世世

研究分野：外国語教育論、ライティング教育

■■ 英英語語ラライイテティィンンググ学学習習ににおおけけるる「「構構成成・・組組織織化化」」のの問問題題
日本語母語話者である英語学習者の書く議論文について

自分の立ち位置をはっきりさせなかったり、議論の一貫性

に欠けたりする傾向が指摘されてきています。しかも、構

造面での問題は文法や語法に比べても指導が難しく、説明

だけではなかなか学習者に理解されにくいことも、これま

での研究で明らかになっています。そこで、学習者の書い

た議論文を図式化し、視覚的に自分のテキストを俯瞰する

ことで、より良い指導と学習が可能になるのではないか、

という仮説に基づく研究をしています。

■■ 樹樹状状図図にによよるる文文とと文文のの繋繋ががりりへへのの気気づづきき
TIARAという注釈ツールを用いると、学習者の書いた英

語パラグラフの文の配列を図式化し、英語の議論文として

不適切な文の流れを明示できます。これによって学習者の

理解を助け、ひいては、注釈ツールの力を借りなくても学

習者が文を適切に配列することができるようになるかどう

かを実証的に確かめようとしています。

■■ 対対話話ととししててののリリーーデディィンンググ／／ラライイテティィンンググ
同時に、このような問題は、日本語と英語のいずれにお

いても「対話する」という視点から議論文ライティングを

学んだ経験が少ないことが一因ではないか、という視点に

立ち、「批判的な読み」に基づいて自分の立場を明確にし

つつも、他者との対話として議論を行い、他者の声を取り

入れながら自分の声を作り上げていくためには、どのよう 樹状図の一例

な気づきが必要なのか、その過程を観察し分析する質的研

究も行っています。

■■ SSDDGGssととののかかかかわわりり
英語を日本語に、また日本語を英語に置き換えるだけなら、機械翻訳で事足ります。しかし、それ

ぞれの言語がどのような論理構造を前提とし、どのようなスタイルを心地よく感じるか、という違い

に気づかなければ、本当の意味での理解も発信もできません。さらに、同じ言葉を使うもの同士でも、

相手が自分とは異なる経験と価値観をもつことを自明の出発点としなければ、他者との対話はできま

せん。

迂遠なようですが、対立の解消が容易でない問題（例えばジェンダー平等、不平等の是正など）に

ついて考えるときにも、私たちの使う言葉そのものが、様々な対立する視点と声によって成り立って

いることを知り、さらには、そのような対立を含み込むことのできる言葉を一つ一つ創り出していく

ことが重要だと思っています。
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